
分岐の設定オプション

回答したことがある 移動

回答したことはない 移動

移動

移動

移動

調査対象・回答状況の確認

これまでに、職能団体等から案内された「医療関係職種の養成・確保に関する実態調査」に回答したことがあり
ますか。
※すでに同じ調査に回答したことがある場合は、重複回答を避けるため、今回の回答は不要です。 * 

1.

2. ご確認ありがとうございました。 すでに…

3. 回答の連携

次へ

ご確認ありがとうございました。
すでに同じ調査へご回答いただいているため、今回の回答は不要です。

次へ

回答の連携
前半と後半の回答を紐付けるため、任意の回答連携キーワード（半角英数字8文字）を設定してください。
後半の調査でも、ここで設定したものと同じキーワードを入力していただきます。
※設定したキーワードは、後半の調査に回答するまで、お手元に控えてください。
※氏名、生年月日、職員番号、メールアドレスなど、個人を特定できる情報は使用しないでください。
入力例：kourou-iryou26 * 

2.

回答を入力してください

次へ

基本属性・現在の就業状況



男性

女性

回答しない

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65歳以上

高等学校卒業

各種学校卒業

専門学校卒業（専門士）

専門学校卒業（高度専門士）

短期大学卒業（短期大学士）

高等専門学校卒業（準学士）

大学卒業（学士）

専門職大学卒業（学士（専門職））

大学院修了（修士・博士）

あなたの性別を選択してください。 * 3.

あなたの年齢区分を選択してください。 * 4.

あなたが現在保有している学歴・学位・称号のうち、最も高いものを1つ選択してください。
 ※複数の学校を卒業している場合は、最も高い学歴・学位・称号に該当するものを選択してください。 * 

5.



看護師

保健師

助産師

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

診療放射線技師

臨床検査技師

臨床工学技士

視能訓練士

義肢装具士

救急救命士

歯科衛生士

歯科技工士

その他

値は数値にする必要があります

値は数値にする必要があります

対象資格を用いて就業中

対象資格をとくに用いずに就業中

現在は就業していない 移動 5. 養成校から初職までの地域移動

現在、主に従事している医療関係職種を選択してください。 * 6.

現在主に従事している職種の資格を取得した年を回答してください。（西暦4桁） * 7.

値は数値にする必要があります

対象資格を取得後、その職種で初めて就職した年を回答してください。 （西暦4桁） * 8.

値は数値にする必要があります

現在の就業状況を選択してください。 * 9.

現在の主な勤務地の都道府県と市区町村を回答してください。（例：東京都新宿区、福岡県福岡市） * 10.

回答を入力してください



病院

診療所

介護保険施設・事業所

障害福祉施設・事業所

健診・検診機関

衛生検査所

義肢装具製作事業所

歯科技工所

医療機器関連企業

教育・研究機関

行政機関

その他

常勤

非常勤・パート

派遣・契約

自営

その他

移動

大学

専修学校（専門学校）

その他

現在の主な勤務先の施設種別を選択してください。 * 11.

現在の主な就業形態を選択してください。 * 12.

次へ

養成校から初職までの地域移動
主な資格を取得するための学校養成所に入学する直前に居住していた都道府県と市区町村を回答してくださ
い。（例：東京都新宿区、福岡県福岡市） * 

13.

回答を入力してください

現在主に従事している職種の資格を取得するために卒業した学校養成所の所在地について、都道府県と市区
町村を回答してください。（例：東京都新宿区、福岡県福岡市） * 

14.

回答を入力してください

現在主に従事している職種の資格を取得するために卒業した学校養成所の種別を選択してください。 * 15.



出身地と同じ、または出身地に近かった

自宅から通学できた

希望する職種を学べる学校が所在していた

卒業後に就業したい地域だった

修学資金・奨学金の条件があった

特に地域を意識して選んでいない

その他

①入学前から将来働きたい地域を決めており、その地域の養成
校を選んだ 移動 19. 対象資格を取得後、その職種で初めて就…

②入学前から将来働きたい地域を決めていたが、近場・地元の
養成校を選んだ 移動 18. 近場・地元に養成校がなかった場合、あな…

③入学前から将来働きたい地域を決めていたが、①でも②でも
ない養成校を選んだ 移動 19. 対象資格を取得後、その職種で初めて就…

④入学前から将来働きたい地域は決めておらず、近場・地元の
養成校を選んだ 移動 18. 近場・地元に養成校がなかった場合、あな…

⑤入学前から将来働きたい地域は決めておらず、④ではない養
成校を選んだ 移動 19. 対象資格を取得後、その職種で初めて就…

同じ職種の養成校へ進学する（養成校と同一県内）

同じ職種の養成校へ進学する（養成校と隣接県）

同じ職種の養成校へ進学する（養成校と隣接県以外）

他の医療関係職種を目指す

医療関係職種以外の進路を目指す

分からない

その学校養成所が所在する地域を選んだ理由を、すべて選択してください。 * 16.

養成校を選んだ時点での将来の就職地域に関する考え方について、最も近いものを1つ選択してください。 * 17.

近場・地元に養成校がなかった場合、あなたが選択したと思われる進路として最も近いものを1つ選択してくださ
い。 * 

18.

対象資格を取得後、その職種で初めて就職した勤務先の所在地について、都道府県と市区町村を回答してく
ださい。（例：東京都新宿区、福岡県福岡市） * 

19.

回答を入力してください



病院 移動 21. 対象資格を取得後、初めて就職した病院…

診療所 移動 23. 対象資格を取得後、初めて就職した勤務…

介護保険施設・事業所 移動 23. 対象資格を取得後、初めて就職した勤務…

障害福祉施設・事業所 移動 23. 対象資格を取得後、初めて就職した勤務…

健診・検診機関 移動 23. 対象資格を取得後、初めて就職した勤務…

衛生検査所 移動 23. 対象資格を取得後、初めて就職した勤務…

歯科技工所

義肢装具製作事業所 移動 23. 対象資格を取得後、初めて就職した勤務…

医療機器関連企業 移動 23. 対象資格を取得後、初めて就職した勤務…

教育・研究機関 移動 23. 対象資格を取得後、初めて就職した勤務…

行政機関 移動 23. 対象資格を取得後、初めて就職した勤務…

その他 移動 23. 対象資格を取得後、初めて就職した勤務…

20～99床

100～299床

300床以上

対象資格を取得後、初めて就職した勤務先の施設種別を選択してください。 * 20.

対象資格を取得後、初めて就職した病院の病床規模を選択してください。 * 21.



高度急性期

急性期

回復期

慢性期

複数機能

分からない

卒業した学校養成所と同じ、または学校養成所に近い地域だった

自宅と同じ、または自宅に近い地域だった

実習先または実習先と関係のある施設だった

希望する施設・就業領域が特に希望に合っていた

修学資金・奨学金の条件があった

給与・福利厚生が特に希望に合っていた

勤務時間・休日等の勤務条件が特に希望に合っていた

特に地域を意識して選んでいない

その地域にしか求人がなかった

その他

移動

対象資格を取得後、初めて就職した病院の主な病床機能を選択してください。 * 22.

対象資格を取得後、初めて就職した勤務先の地域を選んだ理由を、すべて選択してください。
※「特に地域を意識して選んでいない」を選ぶ場合は、ほかの選択肢を選ばないでください。 * 

23.

次へ

転職・職場移動の状況
対象資格を取得後、勤務先を変更した経験がある場合、勤務した勤務先について、勤務した順に回答してください。
勤務先を変更した経験がない場合、または該当する勤務先がない場合は、該当する設問を回答せず、次のセクションへ進んでください。



0回 移動 7. 他職種の資格取得の意向

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回

10回以上

勤務時間・夜勤・休日等の勤務条件

給与・処遇

業務量や心身の負担

仕事内容・専門領域

キャリアアップ

職場の人間関係

ハラスメント

育児・介護・家庭事情

自身の病気・けが・健康上の理由

配偶者・家族の転勤や転居

勤務先の閉鎖・雇用契約終了等

その他

対象資格を用いた仕事で、勤務先を変えた回数を選択してください。 * 24.

対象資格を用いた仕事における直近の転職について、勤務先を変えた理由を、すべて選択してください。 * 25.

直近の転職前に勤務していた勤務先で、主に担当していた診療・業務領域を回答してください。 * 26.

回答を入力してください



常勤

非常勤・パート

派遣・契約

自営

その他

直近の転職前に勤務していた勤務先での就業形態を選択してください。 * 27.

対象資格を取得後、勤務した勤務先の所在地を、勤務した順に都道府県及び市区町村まで⼊⼒してくださ
い。

例：
東京都新宿区
神奈川県横浜市
埼玉県さいたま市浦和区
※1行目を1つ目の勤務先、2行目を2つ目の勤務先として扱います。
※初めて就職した勤務先を1として、最大11か所目の勤務先まで入力してください。
※1つ目の勤務先については前の設問でも回答していますが、勤務先の履歴を勤務順に把握するため、改めて入
力してください。 * 

28.

回答を入力してください

対象資格を取得後に勤務した勤務先の施設種別を、前問と同じ勤務先の順番で、以下の番号により1⾏ずつ
⼊⼒してください。
01．病院
02．診療所
03．介護保険施設・事業所
04．障害福祉施設・事業所
05．健診・検診機関
06．衛生検査所
07．歯科技工所
08．義肢装具製作事業所
09．医療機器関連企業
10．教育・研究機関
11．行政機関
12．その他

例：
01
02
05
※1行目を1つ目の勤務先、2行目を2つ目の勤務先として扱います。
※前問に入力した勤務先数と同じ数を入力してください。
※1つ目の勤務先については前の設問でも回答していますが、勤務先の履歴を勤務順に把握するため、改めて入
力してください。 * 

29.

回答を入力してください



移動

各勤務先での勤続期間を、勤務した順に入力してください。
※勤務先1は、初めて就職した勤務先を指します。
※実際に勤務した勤務先まで回答し、それ以降の勤務先については「該当しない」を選択してください。

30.

1年未満 1年以上3年
未満

3年以上5年
未満

5年以上10年
未満 10年以上 分からない・覚

えていない 該当しない

2つ目以降の勤務先について、一つ前の勤務先と同一法人であるかを、勤務した順に入力してください。
※勤務先1は、初めて就職した勤務先を指します。
※実際に勤務した勤務先まで回答し、それ以降の勤務先については「該当しない」を選択してください。

31.

同一法人 同一法人ではない わからない 該当しない

次へ

他職種の資格取得の意向

勤務先1

勤務先2

勤務先3

勤務先4

勤務先5

勤務先6

勤務先7

勤務先8

勤務先9

勤務先10

勤務先11

勤務先2

勤務先3

勤務先4

勤務先5

勤務先6

勤務先7

勤務先8

勤務先9

勤務先10

勤務先11



具体的に取得したい資格がある 移動 33. 取得したい、または関心のある医療関係職…

取得に関心がある 移動 33. 取得したい、または関心のある医療関係職…

今のところ取得したいとは思わない 移動 35. 医療関係職種の資格取得を目指す場合、…

分からない 移動 35. 医療関係職種の資格取得を目指す場合、…

看護師

保健師

助産師

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

診療放射線技師

臨床検査技師

臨床工学技士

視能訓練士

義肢装具士

救急救命士

歯科衛生士

歯科技工士

具体的な職種は決まっていない

専門職として、多様な能力・知識を得たい

転職・再就職に役立てたい

収入や処遇の向上を期待している

現在の職種を続けることに不安がある

複数の資格を組み合わせて働きたい

地域や勤務先で必要とされている

以前から関心のある職種である

働く中でその職種のやりがいや魅力を感じた

その他

現在保有している資格とは別に、他の医療関係職種の資格を取得したいと思いますか。 * 32.

取得したい、または関心のある医療関係職種の資格を、すべて選択してください。
※「具体的な職種は決まっていない」を選択する場合は、ほかの選択肢を選択しないでください。 * 

33.

他の医療関係職種の資格を取得したい、または取得に関心がある理由を、すべて選択してください。 * 34.



働きながら学べる課程

仕事を辞めて学業に専念し学ぶ課程

オンデマンド授業を活用し、主に朝や夜間に受講したい

オンデマンド授業を活用し、休日を中心に受講したい

リアルタイムのオンライン授業（ライブ配信）を朝や夜間に受講したい

平日昼間に学校へ通学し、対面授業を受講したい

平日夜間に学校へ通学し、対面授業を受講したい

土日を中心に学校へ通学し、対面授業を受講したい

オンデマンド授業と対面授業を組み合わせた形で受講したい

週4時間程度

週9時間程度

週13時間程度

週18時間程度

週24時間程度

週32時間程度

週40時間程度

週48時間程度

医療関係職種の資格取得を目指す場合、あなたにとって望ましい養成課程の受講形態はどちらですか。 * 35.

医療関係職種の国家試験の受験資格取得に必要な学修について、受講しやすいと思う受講形態をすべて選
択してください。 * 

36.

新たに医療関係職種の国家試験の受験資格取得を目指す場合、1年目のオンデマンド授業等を中心とした学
習期間において、1週間当たり受講可能な授業時間として最も近いものを選択してください。
※授業時間以外に、ご自身の判断で予習・復習を行う時間があることを想定してください。 * 

37.

新たに医療関係職種の国家試験の受験資格取得を目指す場合、2年目前半の実技・学内実習を中心とした
対面授業期間において、1週間当たり受講可能な授業時間として最も近いものを選択してください。
※授業時間以外に、ご自身の判断で予習・復習を行う時間があることを想定してください。
※休業や就業の制限も視野に入れて学習することを想定してください。
※2年目後半には、病院等の実習施設における臨床実習期間が予定されていることを想定してください。 * 

38.



より短期間で資格取得を目指せるよう、修業年限を短縮したコース

働きながらでも学修を進められるよう、学校で一律に実施する授業の時間数を減らし、オンデマンド授業で学べるコース

学修経験や知識の個人差が大きい部分は、教員の支援の下で自主学修などの効率的な学修形態も活用しながら、授業総時間数
を減らしたコース

働きながらでも受講しやすいよう、夜間・土日などの時間帯に開講するコース

個々の理解度に応じて、学習の進度や順序を調整できるコース

自主学習に重きを置き、到達度に応じて教員の支援を受けられるコース

学修経験や知識の個人差にかかわらず、通常どおり、現役生と同じ修業年限や総授業時間数で学習するコース

その他

修学期間を一定程度短くする

学費・教材費等の費用負担の補助

通学できる距離に学校等の学修環境が整備される

希望する学び方（夜間・通信・オンライン等）を増やす

既修得単位や保有資格が認められやすくする

入学要件をわかりやすくする

取得後の仕事や処遇に関する情報をわかりやすくする

勤務先の理解・支援がある

特に障壁はない

その他

保有している 移動 42. 現在主に従事している職種以外に保有して…

保有していない 移動 43. 現行の修学期間より短い期間や、オンデマ…

新たに医療関係職種の国家試験の受験資格を取得する場合、どのような養成課程で学びたいですか。すべて
選択してください。 * 

39.

他の医療関係職種の資格を取得する際の障壁（修学期間中の収入減、仕事や家事・育児・介護等との両
立困難）をなくすために必要だと思うことを全て選択してください。
※「特に障壁はない」を選ぶ場合は、ほかの選択肢を選ばないでください。 * 

40.

現在、医療関係職種の資格を複数保有していますか。 * 41.



看護師

保健師

助産師

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

診療放射線技師

臨床検査技師

臨床工学技士

視能訓練士

義肢装具士

救急救命士

歯科衛生士

歯科技工士

その他

大学

専修学校（専門学校）

どちらでもよい

このようなコースで学びたいとは思わない

分からない

その他

移動

現在主に従事している職種以外に保有している医療関係職種の資格を、すべて選択してください。 * 42.

現行の修学期間より短い期間や、オンデマンド授業をできるだけ活用した、働きながらでも学びやすい別の医療
関係職種の国家試験の受験資格の取得を目指せるコースが設けられる場合、どこで学ぶことを希望しますか。 * 

43.

前問で選択した回答について、その理由を差し支えない範囲で記入してください。 * 44.
回答を入力してください

次へ


